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附中祭「秋」が、無事に終わりました。当日は、多くの
保護者の皆様に御来場いただき、ありがとうございました。
今年度の附中祭「秋」合唱コンクールは、コロナ禍前の実
施形態に回帰しつつ、生徒の手で創る新たな行事を目指し
て活動を進めました。
午前の合唱コンクールでは、音楽科での学びとこれまで

の各学級での練習の成果を存分に発揮した素晴らしい演奏
に、たいへん心を揺さぶられました。特に、実に４年ぶり
となる全校生徒による附中讃歌の演奏には、ここ附中で学 美術部による黒板アート
ぶことへの誇りと、共に学ぶ仲間を讃え合う気持ちが表れ
ており、会場にいる方々の心に感動をもたらしました。また、午後の吹奏楽部２年生、コーラス部
による演奏は、音楽を楽しむ姿や高い音楽性を全校生徒に示してくれました。
各学級とも、様々な紆余曲折を経て、当日のステージを迎えたことでしょう。リーダーの皆さん

の粘り強い取組と、それを支え、応えようと力を尽くした皆さんの熱意と温かさに心から拍手を送
ります。また、運営のために、表に立ち、裏方に徹した実行委員の皆さんの活躍も見事でした。
学級全員で取り組むからこそ経験できる喜びや苦しみを味わい、学級の絆を深めることができた

ものと確信しています。今後は、深まった絆を、学級の集団づくりに更に生かしてほしいと願って
います。

附中祭「秋」合唱コンクール審査結果

１年１組 金賞 ２年１組 銀賞 ３年１組 金賞
１年２組 銀賞 ２年２組 金賞 ３年２組 銀賞
１年３組 金賞 ２年３組 銀賞 ３年３組 銀賞
１年４組 銀賞 ２年４組 金賞 ３年４組 金賞

インプレッシブコーラス賞 ３年１組

附中祭「秋」実行委員 閉会の挨拶

今日の附中祭「秋」合唱コンクールは、皆さんにとって、どのようなものになったでしょう
か。
１年生にとっては、何もかもが新しい経験で、不安や緊張がたくさんあったのではないかと

思います。しかし、それを感じさせないような、一体感のある堂々とした演奏でした。
２年生は、トップバッターでの演奏で、会場を盛り上げてくれました。課題曲「マイウェイ」

のメロディーが、今でも胸に響いています。
３年生は、最後の附中祭「秋」でした。どのクラスも一生懸命に、ひたむきに合唱に向き合

い、歌を通して互いに成長しあえたこと、そして何より、このメンバーで歌えたことを、私は
誇りに思います。
今回の附中祭「秋」を運営するにあたり、御指導をしてくださった先生方、応援してくださっ

た保護者の方々、会場設営を担当してくれた２年生の皆さん、本当にありがとうございました。
今日の歌声を、明日からの附中生活の糧にして、頑張っていきましょう。

附中祭「秋」ひかり部チーフ 長井 優

新たな伝統を築いた 附中祭「秋」


